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食品産業新聞に
取材記事が掲載されました。
～仕込みタンク「KPDのジャケタン」初出展～
老ね香除去「担持金ナノ粒子」初お披露目

薮田式自動醪搾機「ヤブタ」で知
られる薮田商事は小型のろ過圧搾
機、ヒーター式の吟醸コシキ、発酵
タンクなど小型設備を中心に提案
する。「大型の搾り機以外も取り揃
えており、原料処理から発酵、搾り
まで一貫して対応できることを
PRしたい」（同社）。
小型のろ過圧搾機は沪板サイズ
が40㎝角の「40D型」=写真=の実
機を展示する。純米2～20㎏規模の
もろみ搾りに対応し、試験醸造用
途を想定している。「40D型」はキ
ャスター付きで移動も容易なた
め、設置場所を選ばず導入できる
のも特長だ。
小型はこれまで純米400g～3㎏
向けの卓上型「MO型」をそろえて
いたが、実用性を高めた仕様とな
る。試験的なろ過条件でのテスト
や将来的なスケールアップ提案に
も対応する。もろみを搾るだけで
はなく、ろ布を変えれば澱ろ過や
活性炭ろ過にも使用できる。
近年、小ロットで多品種の酒造
りを行うニーズが増加している。
「66BPD型」は純米100～200㎏規
模の特定名称酒の小仕込み向け
で、大手酒蔵やクラフト酒メーカ
ーに採用されている。酒蔵や仕込

みの規模に応じて、様々な沪板サ
イズから最適な規格を提案でき
る。
ヒーター式の吟醸コシキは、電
気で蒸気を発生させる方式を採用
しており、ボイラー設備を設置す
ることなく蒸米工程ができるメリ
ットがある。これまで40～200㎏規
模で納入実績があり、ユーザーか
らは「蒸しの仕上がりが良く、使い
勝手も良い」と評価を得ていると
いう。
また、湯をためて瓶燗用途にも
利用できるため、「一台二役」の設
備として重宝されている。省スペ
ース化を求める現場での活用も見
込む。
なお、蒸気式を含めた吟醸コシ
キ全体では累計250台以上の納入
実績を持つ。
発酵タンクは300Lタイプを展
示する。大きめの覗き窓を備えて
おり、もろみの発酵状況を視認で
きるため、見学通路を備えたクラ
フト酒蔵などからも好評だとい
う。最大130kl規模まで実績があ
り、ユーザーの要望に応じた設計
が可能だ。
このほか、薮田式自動醪搾機用
ポリプロピレン（PP）製の沪板も

展示する。従来のアルミ製の沪板
は1枚約30㎏だったが、PP製は約
20㎏と10㎏軽量化している。酒造
シーズン前後の板の出し入れや洗
浄作業の負担軽減につながるとし
て、現場から好評を得ている。会場
では実際に手に触れてもらい、軽
量度合いを体感できるようにす
る。
同社によると、最近は女性一人

でも扱いやすい機械の問い合わせ
も増えており、今回展示する小型・
軽量製品の要望があるという。異
業種から日本酒製造業に参入する
ケースも増えており、一から設備
を整えるために、経験豊富な同社
に声がかかることも多く、今後も
対応を進めていく考えだ。
また、2024年に「伝統的酒造り」

がユネスコ無形文化遺産に登録さ
れたことも背景に、海外からの問
い合わせが増加しているという。
同社は従来から海外での納入実績
を有しているが、今後は海外市場
での営業活動も強化していく方針
だ。

小ロットで多品種向けに小型ろ過圧搾機
薮田商事

ヒーター式の吟醸コシキは「一台二役」

本村製作所は「アロマ減圧水蒸
気蒸留装置」=写真=をおすすめ
商品として紹介する。
同装置の特徴は①減圧すること
で抽出温度を40℃位から調節でき
る②抽出するオイルにストレスを
与えないため化学変化のないソフ
トなオイルが採れる―など。実
際の採油法は、①柑橘の果皮をみ
じん切りにして水と混ぜて容器に
入れて抽出する煮出し蒸留②葉物
をかごに入れて下から蒸気で蒸留

する③樹木ののこ屑をアロマかご
に入れ蒸気を吹き掛ける方法④同
じ目的だがボイラー臭を排除する
ため蒸気を水槽の水にあてその蒸
気で蒸留する濾過済み蒸気法。①
と②は減圧と常圧が可能のため、
合計6種の蒸留法が1台で可能とな
る。
同社の本村幹社長は同商品につ
いて「やはりアロマ関連への用途
が多く、評価も高い。今後化粧品業
界へも注力する」としつつ、「前回

（2019年）も同商品を出品し、クラ
フトジンの商品開発を行うメーカ
ーに貸し出し、販売への繋がった」
と説明。「アロマオイル抽出だけで
はなく、濃縮機としても活躍して
いる。使い方を少し変えればかな
り幅広く使える」と話す。

蒸留方法が選べる「アロマ減圧水蒸気蒸留装置」
本村製作所

濃縮機としてなど幅広い活用も

地元のキクプランドゥー（広島
市安佐北区）は出展社の中で最大
となる4コマの規模で出展する。
「全国新酒鑑評会」との併催のた
め展示会が主目的ではない来場も
想定されることから、幅14mにわ
たるブースをフル活用し、「どれか
一つでも目に留まればと考え、幅
広いラインアップの製品を展示し
ようと考えた」とメイン担当を務
めるエンジニアリング事業部の平
井大貴主任は話す。
中でも仕込みタンク「KPDのジ

ャケタン」は展示会で初出展とな
り、「担持金ナノ粒子」という技術
を用いた老ね香を除去する新技術
も初お披露目する。昨年発売した
自動ろ過ユニット「サニハウ
+CG」=写真=は実機を展示し、
全国の酒蔵で多数の納入実績を持
つ、搾った後のお酒を管理するシ
ステムも改めてアピールする。
「KPDのジャケタン」は仕込み
に特化させたジャケットタンク
で、対流性に優れているのが特長
だ。タンク下部に設けた空気の層
が外気温の影響を抑えるため底冷
えを防ぎ、冷やされて下降してき
たもろみが温まって上昇し、対流
しやすくなる構造になっている。
酒蔵に協力してもらい実際に温度
を測定したところ、タンクの上・

中・下部、内側と外側で温度差が
ほぼ生じないことが裏付けられ
た。4500Lまでオーダー対応が可
能だ。
付帯設備として、もろみの温度

を測定する「もろみ温　制御くん」
も提案する。一般的なON/OFF制
御の場合、冷水の循環時に目標の
温度に到達した段階でバルブの開
閉が始まるため、タイムラグから
もろみ温度の変化が大きくなる。
一方、「もろみ温　制御くん」の制
御は自動で微調整が行われるのが
特長だ。タンク内の温度上昇の変
化からその後の温度を予測し、冷
水送り量をコントロールするた
め、温度ムラや冷やし過ぎるのを
抑えられ、温度経過の波が少なく
安定する。
温度管理は蔵人が手動で行うこ

とが多いが、「もろみ温　制御く
ん」を導入すれば、自動でより精度
高く行えるようになる。さらに、ラ
トックシステムの「もろみ日誌」を
連動させることにより、遠隔で温
度設定が可能になる。追加オプシ
ョンとして提案している。
九州大学が開発した「担持金ナ

ノ粒子」を用いて老ね香を除去す
る新技術も紹介する。「担持金ナノ
粒子」は特定のDMTS（たくあん
臭）系の香りだけを低減する効果

がある。味や香りを全体的に取り
除く活性炭と使い分けることで、
新酒はもちろん、「幅広い熟成の世
界が広げられる」（菊田壮泰社長）
と提案していく。
昨年発売した「サニハウ+CG」

は、中空糸膜フィルターを使った
自動ろ過ユニットだ。多本数のフ
ィルターを1つのハウジングに収
め、自動運転・自動洗浄機能を搭
載した。常にクリーンなろ過を実
現でき、大容量の処理が可能にな
ることを訴求する。
搾った後のお酒の管理システム
の3製品「風味をやさし～く守る垂
壺」「優しく送れるサニタリーポン
プビーピー」「サニハウ+プラス」
は会社を上げて注力しており、実
際に問い合わせも多いという。「軸
となっている商品なので引き続き
アピールしていく」（菊田社長）。
菊田社長は、「4年ぶりの開催と
なるので、より人が集まりやすい
ように会場前で開催されることに
なった。地元広島での開催なので
ブースを広く取って盛り上げた
い」と力を込める。

仕込みタンク「KPDのジャケタン」初出展
キクプランドゥー

老ね香除去「担持金ナノ粒子」初お披露目

浅野製作所は初披露となる新型
もろみポンプをはじめ、移動式ポ
ンプ用のインバータユニット、移
動式ポンプ用無線スイッチの実機
を展示する。また、「ピストンポン
プAPH‐S15」の駆動部を流用し
た従来のもろみポンプ後継機=写
真=も展示する予定だ。
新型もろみポンプ「ピストンポ

ンプAPH‐S15」は、全面サニタリ
ー対応のピストンポンプの要望を
受けて開発した。従来のピストン
ポンプには、潤滑油の漏洩やベル
ト摩耗粉の発生リスクという衛生
面の懸念があったという。今回開
発した新型もろみポンプは、ギヤ
ードモータを採用することでベル
トレスとなり、潤滑油も不要とな
った。外装はステンレス製で、露出
している箇所からは塗装をなく
し、駆動部にはニッケルめっき品
を多用することでサビや塗装剥離
片の発生リスクも極小化してい
る。接液部は全てサニタリー仕様
のステンレス配管を採用してい
る。
従来機より若干コンパクトにな

ったため、「設置スペースが限られ
るユーザー様でも導入しやすい」
（浅野孝洋専務）と提案する。すで
に複数の酒蔵に導入実績がある。
移動式ポンプ用のインバータユ

ニットは、搾り機からの信号で回
転数を落としたポンプの運転が可
能になるユニットだ。少量を搾る

酒蔵では、従来のもろみポンプの
性能をフルに発揮すると、搾りに
不具合が生じることもあった。だ
が、もろみポンプは絞り機からの
信号で起動・停止するため、単に
インバータを接続するだけでは適
切な動作が困難だったという。
同社のインバータユニットは、

絞り機からの遠隔信号を受けなが
らインバータで任意に設定した回
転数での運転を可能にする。例え
ば、出力を半分に設定すれば少な
いもろみの量に合わせた丁寧な絞
りが可能で、最大出力にすれば大
量生産にも対応できる。生産量に
応じて2台のポンプを使い分けて
いたような現場で同ユニットを導
入すれば、1台で完結させること
が可能となり、省力化や設備投資
の効率化に貢献する。
無線遠隔操作が可能なインバー

タ増減速対応無線スイッチオプシ
ョン「OPT‐RFSW‐24V」は、ポ
ンプを離れた場所でポンプを運転
／停止したいという現場の要望に
応え開発した。初導入となったワ
イナリー向けにオン・オフ操作の
みの機種を納入。酒蔵からの要望
を受け、インバータと連動して速
度を切り替えられる変速機能も追
加した。それまで作業者が2人必要
だった工程を1人で完結できるよ
うになるなど、人手不足対策にな
ることも訴求する。
電波の到達距離は障害物のない

場所で50m程度と案内している
が、導入前にデモ機を貸し出し、実
際の作業環境で電波状況を確認す
ることも可能だという。
従来型のもろみポンプを刷新し
た後継機の実機も初披露する。部
品供給元だった鋳物メーカーの撤
退に伴い、「ピストンポンプAPH‐
S15」の駆動部を流用して開発し
た。接液部は従来と同じ仕様を維
持しており、従来の仕様を求める
ユーザーに後継機として提案す
る。
浅野専務は、「長い酒造りの歴史
でポンプが使われはじめたのは省
力化のためだ。そのことを忘れず、
ユーザー様が酒造りに注力できる
よう、酒造りの脇役としてご愛用
いただけるポンプを供給し続けた
い」と自社の方針について話す。
同社は事業を縮小する競合他社
が販売終了したポンプの修理とい
ったサポートも積極的に手掛けて
おり、既存設備の維持に困る顧客
の受け皿となっている。また、設計
から組立まで完全に社内で内製し
ているため、顧客の要望に応じた
様々なセンサーとの連携や制御シ
ステムの構築が可能なこともアピ
ールする。

サニタリー対応の新型もろみポンプ初披露
浅野製作所

インバータユニットや無線スイッチも

新洋技研工業は、小規模醸造・
少量多品種生産に対応した「クラ
フトサーマルタンク」=写真左=
と小型自動製麹装置「コージネー
ター」=写真右=を軸にクラフト
サケ事業者向け提案を強化してい
る。
今回展示会で提案する「クラフ
トサーマルタンク」は200L、300L
クラスを中心に小仕込みへ最適
化。従来の大型設備と同等レベル
温度制御機能を維持しながら、家
庭用電源AC100V対応により設置

場所を選ばない点が特徴だ。キャ
スター付きなのでレイアウト変更
も容易で、試験醸造や限定商品開
発、体験型醸造といったクラフト
サケ特有の用途に適している。
一方、「コージネーター」は、麹造
りにおいて重要要素である「温度・
湿度」の精密制御により再現性の
高い製麹環境を作ることができ、
醸造家が求める品温経過を予めプ
ログラムして自然に誘導すること
も可能だ。冷蔵・冷凍機能も付帯
していることから、設定した時間

に出麹冷却、ひいては出麹後の冷
凍保存も可能だ。
クラフトサケ市場では、少量多

品種生産や短サイクル開発が求め
られる中、設備の柔軟性と再現性
が競争力の鍵となる。弊社では「小
回りの利くタンクと安定した麹造
りの両輪で、クラフトサケの価値
創出を支援したい」と考えている。

クラフト生産支援を強化
新洋技研工業

設備の柔軟性と再現性が競争力の鍵に
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での営業活動も強化していく方針
だ。

小ロットで多品種向けに小型ろ過圧搾機
薮田商事

ヒーター式の吟醸コシキは「一台二役」

本村製作所は「アロマ減圧水蒸
気蒸留装置」=写真=をおすすめ
商品として紹介する。
同装置の特徴は①減圧すること

で抽出温度を40℃位から調節でき
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与えないため化学変化のないソフ
トなオイルが採れる―など。実
際の採油法は、①柑橘の果皮をみ
じん切りにして水と混ぜて容器に
入れて抽出する煮出し蒸留②葉物
をかごに入れて下から蒸気で蒸留

する③樹木ののこ屑をアロマかご
に入れ蒸気を吹き掛ける方法④同
じ目的だがボイラー臭を排除する
ため蒸気を水槽の水にあてその蒸
気で蒸留する濾過済み蒸気法。①
と②は減圧と常圧が可能のため、
合計6種の蒸留法が1台で可能とな
る。
同社の本村幹社長は同商品につ

いて「やはりアロマ関連への用途
が多く、評価も高い。今後化粧品業
界へも注力する」としつつ、「前回

（2019年）も同商品を出品し、クラ
フトジンの商品開発を行うメーカ
ーに貸し出し、販売への繋がった」
と説明。「アロマオイル抽出だけで
はなく、濃縮機としても活躍して
いる。使い方を少し変えればかな
り幅広く使える」と話す。

蒸留方法が選べる「アロマ減圧水蒸気蒸留装置」
本村製作所

濃縮機としてなど幅広い活用も

地元のキクプランドゥー（広島
市安佐北区）は出展社の中で最大
となる4コマの規模で出展する。
「全国新酒鑑評会」との併催のた
め展示会が主目的ではない来場も
想定されることから、幅14mにわ
たるブースをフル活用し、「どれか
一つでも目に留まればと考え、幅
広いラインアップの製品を展示し
ようと考えた」とメイン担当を務
めるエンジニアリング事業部の平
井大貴主任は話す。
中でも仕込みタンク「KPDのジ
ャケタン」は展示会で初出展とな
り、「担持金ナノ粒子」という技術
を用いた老ね香を除去する新技術
も初お披露目する。昨年発売した
自動ろ過ユニット「サニハウ
+CG」=写真=は実機を展示し、
全国の酒蔵で多数の納入実績を持
つ、搾った後のお酒を管理するシ
ステムも改めてアピールする。
「KPDのジャケタン」は仕込み
に特化させたジャケットタンク
で、対流性に優れているのが特長
だ。タンク下部に設けた空気の層
が外気温の影響を抑えるため底冷
えを防ぎ、冷やされて下降してき
たもろみが温まって上昇し、対流
しやすくなる構造になっている。
酒蔵に協力してもらい実際に温度
を測定したところ、タンクの上・

中・下部、内側と外側で温度差が
ほぼ生じないことが裏付けられ
た。4500Lまでオーダー対応が可
能だ。
付帯設備として、もろみの温度
を測定する「もろみ温　制御くん」
も提案する。一般的なON/OFF制
御の場合、冷水の循環時に目標の
温度に到達した段階でバルブの開
閉が始まるため、タイムラグから
もろみ温度の変化が大きくなる。
一方、「もろみ温　制御くん」の制
御は自動で微調整が行われるのが
特長だ。タンク内の温度上昇の変
化からその後の温度を予測し、冷
水送り量をコントロールするた
め、温度ムラや冷やし過ぎるのを
抑えられ、温度経過の波が少なく
安定する。
温度管理は蔵人が手動で行うこ
とが多いが、「もろみ温　制御く
ん」を導入すれば、自動でより精度
高く行えるようになる。さらに、ラ
トックシステムの「もろみ日誌」を
連動させることにより、遠隔で温
度設定が可能になる。追加オプシ
ョンとして提案している。
九州大学が開発した「担持金ナ
ノ粒子」を用いて老ね香を除去す
る新技術も紹介する。「担持金ナノ
粒子」は特定のDMTS（たくあん
臭）系の香りだけを低減する効果

がある。味や香りを全体的に取り
除く活性炭と使い分けることで、
新酒はもちろん、「幅広い熟成の世
界が広げられる」（菊田壮泰社長）
と提案していく。
昨年発売した「サニハウ+CG」
は、中空糸膜フィルターを使った
自動ろ過ユニットだ。多本数のフ
ィルターを1つのハウジングに収
め、自動運転・自動洗浄機能を搭
載した。常にクリーンなろ過を実
現でき、大容量の処理が可能にな
ることを訴求する。
搾った後のお酒の管理システム
の3製品「風味をやさし～く守る垂
壺」「優しく送れるサニタリーポン
プビーピー」「サニハウ+プラス」
は会社を上げて注力しており、実
際に問い合わせも多いという。「軸
となっている商品なので引き続き
アピールしていく」（菊田社長）。
菊田社長は、「4年ぶりの開催と
なるので、より人が集まりやすい
ように会場前で開催されることに
なった。地元広島での開催なので
ブースを広く取って盛り上げた
い」と力を込める。

仕込みタンク「KPDのジャケタン」初出展
キクプランドゥー

老ね香除去「担持金ナノ粒子」初お披露目

浅野製作所は初披露となる新型
もろみポンプをはじめ、移動式ポ
ンプ用のインバータユニット、移
動式ポンプ用無線スイッチの実機
を展示する。また、「ピストンポン
プAPH‐S15」の駆動部を流用し
た従来のもろみポンプ後継機=写
真=も展示する予定だ。
新型もろみポンプ「ピストンポ
ンプAPH‐S15」は、全面サニタリ
ー対応のピストンポンプの要望を
受けて開発した。従来のピストン
ポンプには、潤滑油の漏洩やベル
ト摩耗粉の発生リスクという衛生
面の懸念があったという。今回開
発した新型もろみポンプは、ギヤ
ードモータを採用することでベル
トレスとなり、潤滑油も不要とな
った。外装はステンレス製で、露出
している箇所からは塗装をなく
し、駆動部にはニッケルめっき品
を多用することでサビや塗装剥離
片の発生リスクも極小化してい
る。接液部は全てサニタリー仕様
のステンレス配管を採用してい
る。
従来機より若干コンパクトにな
ったため、「設置スペースが限られ
るユーザー様でも導入しやすい」
（浅野孝洋専務）と提案する。すで
に複数の酒蔵に導入実績がある。
移動式ポンプ用のインバータユ
ニットは、搾り機からの信号で回
転数を落としたポンプの運転が可
能になるユニットだ。少量を搾る

酒蔵では、従来のもろみポンプの
性能をフルに発揮すると、搾りに
不具合が生じることもあった。だ
が、もろみポンプは絞り機からの
信号で起動・停止するため、単に
インバータを接続するだけでは適
切な動作が困難だったという。
同社のインバータユニットは、
絞り機からの遠隔信号を受けなが
らインバータで任意に設定した回
転数での運転を可能にする。例え
ば、出力を半分に設定すれば少な
いもろみの量に合わせた丁寧な絞
りが可能で、最大出力にすれば大
量生産にも対応できる。生産量に
応じて2台のポンプを使い分けて
いたような現場で同ユニットを導
入すれば、1台で完結させること
が可能となり、省力化や設備投資
の効率化に貢献する。
無線遠隔操作が可能なインバー
タ増減速対応無線スイッチオプシ
ョン「OPT‐RFSW‐24V」は、ポ
ンプを離れた場所でポンプを運転
／停止したいという現場の要望に
応え開発した。初導入となったワ
イナリー向けにオン・オフ操作の
みの機種を納入。酒蔵からの要望
を受け、インバータと連動して速
度を切り替えられる変速機能も追
加した。それまで作業者が2人必要
だった工程を1人で完結できるよ
うになるなど、人手不足対策にな
ることも訴求する。
電波の到達距離は障害物のない

場所で50m程度と案内している
が、導入前にデモ機を貸し出し、実
際の作業環境で電波状況を確認す
ることも可能だという。
従来型のもろみポンプを刷新し
た後継機の実機も初披露する。部
品供給元だった鋳物メーカーの撤
退に伴い、「ピストンポンプAPH‐
S15」の駆動部を流用して開発し
た。接液部は従来と同じ仕様を維
持しており、従来の仕様を求める
ユーザーに後継機として提案す
る。
浅野専務は、「長い酒造りの歴史
でポンプが使われはじめたのは省
力化のためだ。そのことを忘れず、
ユーザー様が酒造りに注力できる
よう、酒造りの脇役としてご愛用
いただけるポンプを供給し続けた
い」と自社の方針について話す。
同社は事業を縮小する競合他社
が販売終了したポンプの修理とい
ったサポートも積極的に手掛けて
おり、既存設備の維持に困る顧客
の受け皿となっている。また、設計
から組立まで完全に社内で内製し
ているため、顧客の要望に応じた
様々なセンサーとの連携や制御シ
ステムの構築が可能なこともアピ
ールする。

サニタリー対応の新型もろみポンプ初披露
浅野製作所

インバータユニットや無線スイッチも

新洋技研工業は、小規模醸造・
少量多品種生産に対応した「クラ
フトサーマルタンク」=写真左=
と小型自動製麹装置「コージネー
ター」=写真右=を軸にクラフト
サケ事業者向け提案を強化してい
る。
今回展示会で提案する「クラフ

トサーマルタンク」は200L、300L
クラスを中心に小仕込みへ最適
化。従来の大型設備と同等レベル
温度制御機能を維持しながら、家
庭用電源AC100V対応により設置

場所を選ばない点が特徴だ。キャ
スター付きなのでレイアウト変更
も容易で、試験醸造や限定商品開
発、体験型醸造といったクラフト
サケ特有の用途に適している。
一方、「コージネーター」は、麹造

りにおいて重要要素である「温度・
湿度」の精密制御により再現性の
高い製麹環境を作ることができ、
醸造家が求める品温経過を予めプ
ログラムして自然に誘導すること
も可能だ。冷蔵・冷凍機能も付帯
していることから、設定した時間

に出麹冷却、ひいては出麹後の冷
凍保存も可能だ。
クラフトサケ市場では、少量多

品種生産や短サイクル開発が求め
られる中、設備の柔軟性と再現性
が競争力の鍵となる。弊社では「小
回りの利くタンクと安定した麹造
りの両輪で、クラフトサケの価値
創出を支援したい」と考えている。

クラフト生産支援を強化
新洋技研工業

設備の柔軟性と再現性が競争力の鍵に

（５） 【第三種郵便物承認】 ２０２６年５月２１日（木曜日）第５３０２号


